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一般ごみの出し方 

・４５リットルまでの透明または半透明の袋で 
 （上記の条件を満たせば特に袋の指定はありません。） 
・ごみ袋の口は縛った形で。 
・中身の見えない不透明の袋、ガムテープで口を留めた 
 もの、紙袋、段ボールに入れて出さないで下さい。 

・プラスチック製のもので、食品や製品が 
 入っている容器や包装物のものが対象です。 
・プラスチック製というだけでは該当しません。 
・汚れのひどいものは一般ごみへ。 
・袋が二重になっている場合、検品に支障が出ます 
 ので、袋は一重でだすようにしてください。 

容器包装プラスチック 一般ごみ 

容器包装プラスチックの出し方 
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古紙の出し方 

・新聞紙、雑誌・チラシ、段ボール、紙パックの 
 ４種類に分けて下さい。 
・バラけないように紐かけをしてください。 
 （紐はビニールで、紙紐は濡れるとちぎれやすい） 
・新聞販売店で貰える紙袋は雑誌・チラシだけを入れる 
 ようにお願いします。（新聞紙とチラシが混ざって 
 いると雑誌・チラシの扱い、単一新聞紙のほうが 
 リサイクル品質が良い） 
・名刺サイズ以上の紙は 
 基本的にリサイクル 
 可能です。紙袋などに 
 入れれば上手く整理 
 可能です。 

金物の出し方 
・大部分が金属でできているものが該当、空缶の 
 大きさをこえるものも金物です。 
・鋳物や焼きの入った金属製品も金物になります。 
・大型ごみ指定品目に該当しているものでも、大部分 
 が金属でできており、最大の辺または径が50cm 
 未満でできているものは金物で出せます。 
 （一部例外あり） 
・包丁や鎌など、刃物を出す場合は 
 刃の部分を新聞紙で覆うなど 
 の処理を 
 して下さい。 
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破砕ごみの出し方 

・家電製品や、金属とほかの材質で構成されている 
 もの（複合製品）が該当します。 
・機械で破砕（バラバラに砕く）されたのち、素材 
 ごとに選別しリサイクルされます。 
・製品に電池が入っている場合は抜き取って下さい。 
・照明器具の蛍光管は外して下さい。 
・殆どが燃えるものでできている場合は一般ごみへ 
 （例：ファスナーのみ金属部分のかばんは一般 
    ごみ、バックルなどがついていれば 
    破砕ごみへ）。 
・簡単に外せる金属部分は金物へ 
 （例：炊飯器の内釜など）。 
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空缶の出し方 
・粉ミルクの缶までの大きさが目安です。 
 （薄いクッキー缶なども空缶に入ります） 
・鉄、アルミはひとまとめで構いません。 
・スプレー缶などは換気の良い場所で穴を開け、 
 ガスを完全に抜いて下さい（中のガスが残って 
 いると火災の原因となります）。 
・缶の中身はさっと 
 水洗いをして下さい。 
・鍋焼きうどんの 
 入れ物や、缶のフタ 
 も空き缶へ。 

1 

・蛍光管、電球、ライター、乾電池・体温計の 
 4種類に分類して下さい。集積所ではカゴなどに 
 いれておくと分類がしやすいです。 
・蛍光管は割れるのを防ぐため、ケースに入れて。 
・充電式の電池は電気店のリサイクルボックスへ。 
・火災の原因となるので、ライターは中のガスを 
 出し切ってから。 

有害ごみの出し方 

・ラベル、キャップははがしてください。 
 （ラベル、キャップは容器包装プラスチック） 
・水洗いをしたあと乾燥させてから出して下さい。 
・工作に使ったペットボトルは一般ごみとなります。 
・容器包装プラスチックと同様、袋の中に袋をさらに 
 入れる二重袋は 
 しないで下さい。 
・つぶさないで出して 
 下さい（リサイクル 
 する際につぶれ方が 
 一様でないと再生に 
 支障があるため）。 

ペットボトルの出し方 

1 

・ガラス製品や陶器といった素材そのものが再生困難 
 なもの、画鋲や釘など金属製でもサイズが小さすぎ 
 て再生困難なもの、針やカミソリなど作業に危険が 
 伴うものが該当します。 
・びんのうち、化粧品のびんは埋立ごみになります 
 （飲料用でないこと、びんの素材に着色のため様々 
  な添加がされリサイクルに向かないため）。 
・割れたコップやガラス 
 は新聞紙等に包んで 
 「危険」と表示して 
 出して下さい。 

埋立ごみの出し方 

・白（透明）、茶、黒、色（青や緑）の4種類に分類 
 して集積所へ。 
・中身は軽く水洗いして、ふたを外して下さい。 
 （手で取れる範囲のものを外す） 
・ラベルははがさないで下さい。 
・化粧品のびんや割れてしまったびん、コップなどは 
 埋立ごみになります。 

空びんの出し方 

小松市のごみの分別区分 

（指定77品目、 
美化センタ収集） 

週２回（水・土曜） 

週１回（土曜） 

月１回（木曜） 
(１月は空びん 
有害ごみ無し） 

集積所にて収集 戸別有料収集 

市で収集しないもの 
・特定家電品目 
 テレビ、エアコン 
 冷蔵庫、洗濯機 
 乾燥機  
・パソコン、モニタ 
・タイヤ、バッテリー 
・消火器 
・携帯電話 
・土や砂 

●家庭から出るゴミ 

の分別 

●ゴミ出し三原則の厳守 

  １．分別して 

  ２．決められた日時に 

  ３．決められた場所へ 

●ゴミ集積場の整理整頓 

１１分別２０種類 

☆各組で、責任を持って 

 管理しましょう 

リサイクルリーダー 

研修会資料より 

（H26.9.27：町内会） 


